


付録 1 木造軸組の荷重−真のせん断変形角曲線 
 

No.1 試験体について実験終了後，破損した壁土を全面的に取り除き，木造軸組＋貫＋竹小
舞下地の状態で繰返し加力を行い，竹小舞下地木造軸組の力学特性を検討する。 
1）試験体 
試験体は通し貫 3段の長ほぞ仕口の（込み栓有）木造軸組でウグイス構法の竹小舞下地であ

る。土塗壁として大破後（層間変形角 1/15rad．）の試験体であるので，竹小舞下地や通し貫の
仕口の状況とその損傷を観察する。付写真 1.1に竹小舞下地の試験体全容と仕口近傍を示す。 
竹小舞，貫の折れや割れ等の破損はなく，また，わら縄のゆるみはあるものの破断はほとん

どない。ウグイスの抜けやゆるみは全てに見られ，特に，柱の箇所での抜出し量は 4~5mm で
ある。通し貫の仕口では，くさびのゆるみや抜け出し，貫のめり込みが見られる。 
従って，下地全体としては軽微な損傷にとどまり，ウグイスやくさびの再打ち込み，わら縄

の締め直しや破断部分の補修等で再使用可能と考えられる。 
 

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (a)全容        (b)通し貫仕口とウグイス 
付写真 1.1 竹小舞下地と仕口 

 

一方，柱梁仕口（ほぞ仕口）においては，土台のめり込み跡が，ほぞの込み栓孔からのせん

断破壊による割れが実験終了後の解体時に観察できる（付写真 1.2）。特に，柱脚部に損傷は集
中している。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

(a)柱のめり込み          (b)込み栓からの割れ 
付写真 1.2 ほぞ差し柱脚部の破壊性状 
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2）試験方法 
加力方法は正負交番繰返し加力で，その繰返し履歴は，見掛けのせん断変形角が 1/100，1/50，

1/30rad.の正負変形時において，各 1 回の繰返し加力とする。その後，一方向加力を 1/15rad.以
上に達するまで行う。 
3）荷重-真のせん断変形角曲線 
木造軸組の変形状況を付写真 1.3に，荷重-真のせん断変形角曲線を付図 1.1に土壁塗木造軸

組の結果と合わせて示す。 
履歴曲線は，負荷時は弾性で，除荷時は耐力零となる挙動を示す。これは，柱と梁のほぞ仕

口や通し貫仕口が 1/15rad.の大変形を受けたことにより損傷を受けたためと考えられる。一方，
土壁塗木造軸組との比較では，小変位から大変位振幅では土壁耐力に，1/20 rad.以上の大変位
振幅では土壁＋木造軸組の耐力に依存していると言える。 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

           (a)最大変形時の状況   (b)通し貫仕口     (c) 楔と貫のめり込み跡 
  

  
 
 
 
 
 
 
               (d)柱の浮き上がり           (e)縦貫と横貫の交差部       

付写真 1.3 No.1試験体の変形状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

付図 1.1 荷重‐真のせん断変形角曲線 
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付録 2 土塗壁の復元力特性 
 
 限界耐力計算法による耐震評価手法において，今日までに耐震要素を有する単位フレームの

大変形領域を含んだ実験結果を基に耐力‐変位関係（復元力特性）が設定されている 1）。土塗

壁の耐力と変形，エネルギー吸収等の構造特性を設計に反映させるモデルとして，付図 2.1 の
復元力モデルが得られている。 
 本実験の試験体の包絡曲線との比較を付図 2.2に掲げる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付図 2.1 土壁の復元力特性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付図 2.2 包絡曲線 
 
[参考文献] 
1）樫原健一，河村 廣：木造住宅の耐震設計-リカレントな建築をめざして-，技報堂出版，2007 
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付録 3 他地域の土塗壁との比較 
 
 付表 3.1に他地域の両面土塗壁の仕様と強度性能の比較を示す 1～5）。 
 福井県の土塗壁の壁倍率は，他地域と比較すると奈良県，秋田県より高いが，熊本県，京都

府および香川県より小さいと言える。また，福井県の土塗壁の壁耐力は，短期基準せん断耐力

が降伏耐力で決定しているが，他地域の土塗壁と異なっている。 
付表 3.1 他地域の土塗壁との比較 

 奈良県
1） 熊本県

2） 京都府 3） 秋田県 3） 京都府 4） 香川県 5） 福井 
平成 22年度 

福井 
平成 23年度 

試験体数 1 1 3 2 3 1 3 3 
柱 

（mm） 
檜 

105×105  
杉 

105×105  
杉 

105×105  
杉 

118×118  
杉 

105×105  
杉 

105×105  
杉 

120×120  
杉 

120×120  
土台 
（mm） 

檜 
105×105  

杉 
105×105  

杉 
105×105  

杉 
118×118  

檜 
120×120  

杉 
105×105  

杉 
120×120  

杉 
120×120  

縦貫 
（mm） 

檜 
105×105  

杉 
15×105  

杉 
15×105  

‐ 杉 
15×105  

杉 
15×105  

杉 
15×105  

杉 
15×120  

横貫 
（mm） 

檜 
15×100  

4段 

杉 
15×105  

3段 

杉 
15×105  

3段 

杉 
27×118  

3段 

杉 
15×105  

3段 

杉 
15×105  

3段 

杉 
15×120  

3段 

杉 
15×120  

3段 
梁 

（mm） 
檜 

105×180  
杉 

105×180  
杉 

105×180  
杉 

118×118  
檜 

120×120  
杉 

105×180  
杉 

105×180  
杉 

105×180  
間渡し竹 
（mm） 

25～27×5 30 21～24×3 杉 
24×9 

30 Φ15 20～30× 
5～10 

20～30× 
5～10 

小舞竹 
（mm） 25～27×5 20 18～21×3 杉 

21×9 12 20 
20～24× 

5～10 
20～24× 

5～10 
荒壁 
（mm） 45 40 35～40 50～60 42 51 40 40 

中塗り 
（mm） 15×2 15×2 10～15 15～20 9×2 23 15×2 15×2 

塗り厚 
（mm） 75 73 60 90 60 74 70 70 

壁の高さ 
（mm） 2,843 2,730 2,720 2,730 2,500 2,730 2,730 2,730 

壁の幅 
（mm） 1,820 1,820 1,820 1,820 1,960 1,820 1,820 1,820 

2/3Pmax 
（kN） 9.6 11.4 11.7 5.9 9.8＊ 14.0 8.15＊ 8.81＊ 

Py 
（kN） 9.7 11.7 11.0 5.3 9.1＊ 12.2 6.89＊ 7.66＊ 

Pu×
0.2/Ds 
（kN） 

8.3 8.1 8.9 4.9 10.9＊  12.0 7.6＊ 10.35＊ 

P150 
（kN） 6.8 12.0 14.3 7.5 7.6＊ 17.5 10.35＊ 11.18＊ 

壁倍率 1.9 2.27 2.5 1.3 2.0＊ 2.53 1.93＊ 2.15＊ 

注）＊印は信頼水準 75％における 50％下側許容限界値，その他は平均値あるいは実験値 
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